
実践例「体育」 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「マット運動をしよう」 
 
【対象学年】 
小学校４学年 
 
【ねらい】 
・いつもと違う集団の中で、体を動かす。（川越特別支援学校児童Ａ） 
・一緒に活動する中で、お互いのことを知る。（支援籍校児童） 
 

時間 活動内容 目標     留意点 

○児童Ａ ◎支援籍校児童 ○本校 ◎支援籍校 

３分 
 
 
 

５分 
 
 
 

５分 
 
 
 

２０分 
 
 
 
 

５分 
 
 
 

２分 
 

５分 
 

１、はじまりのあいさつ 
・本校児童の紹介 
 
 
２、準備体操 
 
 
 
３、ランニング 
（川特の朝運動で使って
いる曲をかけて） 
 
３、マット運動 
「手押し車」 
「前転・横転」 
 
 
４、得意な動きの発表 
 
 
 
５、おわりのあいさつ 
 
６、片づけ 

 
 
 
 
○教員や友だちの動
きを見て、できる動
きは一緒に行う。 
 
○集団の流れに乗っ
て、一緒に走る。 
 
 
○友だちとペアにな
り、一緒に活動する。 
 
 
 
○友だちの発表に注
目する。 
○みんなの前で発表
をする。 
 
 
○友だちと協力して
片づける。 

◎授業全体を通して
児童Ａの表情や行動
に注目し、関わり方
について考える。 
 
 
 
 
◎曲を聴きながら、
自分のペースで走
る。 
 
◎友だちとペアにな
り、一緒に活動する。
Ａに対してどう補助
したらやりやすいか
考える。 
◎Ａの発表に注目す
る。 
 
 
 
 
◎Ａと一緒に片づけ
る。 

○児童同士関わる場面で
は、担任が仲立ちとなり、
手本となるよう意識して
行動する。 
 
◎必要に応じて児童Ａの
様子に意識を向けられる
ようなきっかけとなる言
葉かけをする。 
 
◎Ａが言葉の指示で理解
できない場合、支援籍校
児童に手本を見せてもら
う。 
◎Ａに対する担任の支援
法を意識して見て、関わ
り方の参考にする。 
 
 

 
【評価】 
・落ち着いて活動し、集団の中で体を動かせたか。（児童Ａ） 
・それぞれの活動を通して、相手の様子を知ることができたか。また、関わり方について考えることが
できたか。（支援籍校児童） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員の感想】 

・ジョギングで川特の曲を流したことで、緊張感がとけ、楽しく活動できたように思う。 

・児童Ａが楽しそうにしていると子どもたちも嬉しそうだった。 

・手押し車やマット片づけ等、一緒に自然と関わる場面があり、よかった。 

・発表の場面を設けたことで、グループが別だった児童にもＡの活動に注目できる場面ができた。 


